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	１．学内外諸会議等報告
	（１）部局長連絡会議
	公正な研究活動推進連絡会議について、資料に基づき説明があった。
	（４）学務審議会
	学務審議会について、平成２９年度から、全学教育科目が現在のセメスター制からクォーター制に試験的に変更予定であるとの報告があった。中間報告書が作成され、新たにワーキンググループを作成したとの報告があった。具体的な時間割の検討を行うにあたって、各学部等から意見を聴取する予定であるとの報告があった。
	２．運営会議等報告
	（１）研究企画委員会
	研究企画委員会について説明があった。東京フォーラムに関してのプレスリリース等の広報について、また、拠点共同プロジェクト企画として、産学連携と絡めた活動について議論を行うことについて報告があった。科研費の応募状況について説明があり、若手研究について減少傾向があるので、今後検討する予定であるとの報告があった。
	（２）人事委員会
	人事委員会について説明があった。卓越研究員制度の概要について説明があり、今後は卓越研究員に選ばれることが重要となるので、議論することとなるとの報告があった。
	（３）安全衛生委員会および安全管理室
	（４）建物環境委員会
	（５）学部教務委員会
	学部教務委員会について資料に基づき説明があった。
	１．東北大学電気通信研究所長候補者選考内規に関する申し合わせの改正について
	議長から、東北大学電気通信研究所長候補者選考内規に関する申し合わせの改正について資料に基づき説明があり、審議の結果承認した。
	２．次期所長候補者の選挙について
	配布資料に基づき次期所長候補者選挙の日程、候補者（被選挙者）の認定及び選挙資格者（有権者）の確認について説明の後、議長から諮り承認した。
	３．教員の再任について
	教員の再任について、資料に基づき説明があり、審議の結果承認した。任期は任期規程に基づき２年とすることとした。
	４．第３１回運営協議会について
	議長から、１２月１１日に開催予定の第３１回運営協議会について、議事次第、委員について資料に基づき説明があり、審議の結果承認した。
	５．非常勤研究員の任用について
	議長から、非常勤研究員の任用について、資料に基づき説明があり、審議の結果承認した。
	６．平成２７年度外国人研究員の任用について
	平成２７年度外国人研究員の任用について資料に基づき説明があり、審議の結果承認した。客員等の称号付与について説明があった。
	７．その他
	１．その他
	（１）平成２８年度通研国際シンポジウム開催予定一覧について
	平成２８年度通研国際シンポジウム開催予定一覧について資料に基づき説明があった。例年は２月教授会において実施していたが、年度初めのシンポジウムについては採用が直前になるなどの問題があり、今年度は２回に分けて実施するとの報告があった。
	（２）東京フォーラム２０１５について
	東京フォーラム２０１５について資料に基づき説明があり、併せて参加依頼があった。
	RIEC Awardについて資料に基づき説明があった。通研ホームページにおいて公開されているとの説明があり、併せて関係者への謝辞があった。
	（５）防災訓練について

